
4．「少子化対策」について  
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C．教育  

］第1回（N＝389）   

第2回（N＝271）  
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d．税・社会保障  
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e．少子化対策として最も力を入れるべき政策の分野  

少子化対策重点分野   
貰2同  票  1恒1  

度数   ハ○一セント   度数   ハ○－セント   

児童福祉   23   8，5   51   13、1   

労働・雇用   171   63．1   174   44．7   

教育   30   11．1   52   13．4   

社会保障   21   7．7   48   12，3   

税制   15   5．5   28   7．2   

その他   7   2．6   26   6．7   

不詳   
4   1．5   10   2．6   

合計   271   100．0   389   100．0   

f．望ましい社会給付費に占める児童・家族関係給付費の割合  

統計指標   第2回   買1回   

度数 有効   261   365   

欠損値   10   24   

平均値   9．6   9．1   

平均値の標準誤差   0．2   0，2   

中央値   10．0   10．0   

最頻値   10．0   10．0   

標準偏差   2．8   3．7   

分散   7．7   13．5   

最小値   3．8   3．8   

最大値   20．0   35．0  
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望ましい日本の社会保障給付費に占める児童・家族関係給付費（児童手当、児童福祉サ  

ービス、育児休業給付および出産関係費は、3．8％：約3．2兆円、2003年）は平均9％台，中  

央値と最頻値で10％と、ヨーロッパ先進諸国並みに引き上げる必要があると回答。  
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lll．専門分野別分析  

1．専門分野別予測値の差異  

（1）専門分野別に見る合計出生率の予測値  

・「人口学」，「経済学．は合計出生率の同行を20】0年までに1．2前後まで低下すると予測   

しながらも，その後1」う前後までL昇すると予測している。  

・r‾社会学・文化人類字」は現在の出生率の低卜傾向が2025年まで続き，2050年もその  

水準にとどまるとしている。  

・「匝三学・公衆衛生学」，「その他専門」は1．2（7）水準をややl二別項向ぎみに推移するとの予  

測であった。その他の指標についても，「人「l苧」と「社会学・文化人類字】の間で予測   

にやや差がみらゎた。  

■■  

Ⅰ告  

1H  

12：i  

二■．  

1 71 

2010年については，1．22から1．24（川琶】で推移．  

2025年から専門分野で禾離がみられ 医学群と社会学群がやや低めに予測  

2050年では，楽観的な人U学，悲観的な社会学群，その他の専門家というような推  

移と予測．  
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（2）専門分野別に見る平均寿命の予測値  
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机DO r 7…5  

8000 L 79，83  
79．40  

丁ナ】■l（1  

79．25  

7800 7紅組  
（∋男性2025年  ②男性2050年  ②女性2025年  （さ女惟2050年  

トも二人tJ学⊥d二転官二  公衆衛生学一－ゼ「一社会学・文化人類字一×－経済学－－－一米－その他j  

男性は2050年で79－81年前後  

女性は2050年で85－88年前後  

男女ともに人口学・経済学グループとその他のグループで予測が異なる．  

（3）専門分野別に見る生涯未婚率の予測値  

14．75  
14．55  

id．13  

13．14   

ij．】1  

②女性2025年  ②女性2050年  （∋男性2025年  ②男件2050年  

』ヒ木Jl軍車車竺二二埜堕至整攣二・   

男性は2050年には18－21％前後に推移，  

女性は2050年には13－14％前後に推移．  

人口学・経済学がやや上方に推移と予測．  

文化人類字－×一経済学→仁一   
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（4）専門分野別に見る女性の平均初婚年齢の予測値  
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鉦川告年  し：2ノブし）5し）年  

一－－－◇一人「】孝一－1⊃－医学・公衆衛牛学－1ゝ－－一往会学・文化人類章一ナ←経済学一－－一業－その他  

・2025年はおおよそ29歳前後で推移している．  

・2050年では29歳から30歳前後で推移している．  

・専門分野別では，経済学がやや上方に，医学群はトカに予測している．  

2．専門分野別最も力を入れるべき少子化対策の分野  

専門分野別，最も力を入れるべき少子化対策の分野（第2回結果）  

社会学・文化人類学者は「労働・雇用」対策に集中，人r1学者は1番目に「児童福祉」  

をあげ，医学・医療公衆衛生研究者は「教育」と「社会保障」に，そして経済学者は，「児  

童福祉」と「社会保障」を二番目の重要対策と考える。専門分野により，対策に関しての  

感心が異なることが表れている。  
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専門分野別，少子化対策として推奨する政策の分布：優先順位別（第2回結果）  

推奨する具体策として，「児童福祉」では『保育所増設』と『学童保育拡大』に，「働き  

方」では『育休制度拡充』と『女性再就職支援』に，「教育」では『奨学金制度充実』と『男  

女共同参画教育』に，「税・社会保障」では『103万円の壁』，『130万円の壁』，そして『乳  

幼児医療費無料化』が強く支持された。社会学・文化人類学者は女性が働きやすく，男女  

共同参画を促進する対策に支持が高い。医学・医療公衆衛生研究者は，「子育て理解教育」  

や「性・妊娠出産教育」，「一時預かり保育促進」など他の研究者とは異なる対策を支持す  

る。  
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